
        水源の森フォーラム 2010 活動報告  

作成：清水 環  ２０１０年 ６月３１日(月)  

 

１．開催場所  ： 三重県環境学習情報センター 

２．開催日   ： ２０１０年 ５月２９日（土）              天候 ： 晴れ 

３．スタッフ 三重県 ： 武南さん（環境森林部），木村さん（センター） 

       会員  ： 蒲田，瀧口，岡島，桜井，松永，裏川，瀧口，小坂，大石， 

水野，大河内，板垣，辻，清水 

  参加者数：94 名  

４．内容 

 １）１２：３０ 開  場   １３：３０ 開  演 

     [あいさつ]   三重県環境森林部森林林業分野  西村 文男 総括室長 

               NPO 法人森林の風  蒲田 博 会長 

１３：４０ [第 1 部] 講  演   ①松村直人 三重大教授    ② 堀内宏樹 叶林業社長 

                   ③岡安保郎 杣 Soma Planning 代表 ④瀧口邦夫 森林の風理事 

１５：１５ [第 2 部]  

      スペシャルゲスト  島﨑洋路 KOA 森林塾講師 

        質疑応答 

１５：５５ 総  括    １６：００ 終  了 

   

 ２）活動写真 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．連絡事項（終了時打ち合わせで決まった事など） 

  回収した質問票の質疑・ご意見を以下にまとめました。中日新聞記事も添付します。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 回収した全質問票より  

               【回収枚数 １５枚】 

 

質疑 （「ご意見に詳細を書いていただいた分を含む」 

＊ 現在のシステムでは伐採後数年で更新完了することになっているが、森林のタイムスケールからすると

短くないか。 

＊ 里山の野生動物による被害と森林の現状との関係について。 

＊ 県としての不明確林地への対応を聞きたい。 

＊ 下草が生え豊な森林土壌があって森林機能が発揮できると思っていたが、下草の生えていない林床でも考

えてあれば問題ないという、堀内氏の話を詳しく聞きたい。 

＊ 公共事業で発生する伐採立木は産業廃棄物（ゴミ）として処分するが、有価物（品物）として有効利用す

る手法はないか。 

＊ 菰野町の近くの山にある古木の山桜が、弱ったり枯れたりして少なくなっているが、どうすれば再生で

きるか。 

＊ 間伐する見分け方は。人の業と自然の力はどのようにするとよいか。 

＊ 自然の山を守るにはどうしたらよいか。砂防ダムがあっても山がくずれるようだが。 

＊ 50 年前の小さな山の中の水量と比べ現在の水量は非常に少ないが、間伐遅れの山が増えている事と関係

があるか。 

＊ 1 年で森林が再生するという話だったが、その森林が利用できるものになるのか。再生とは何を目指し

ているのか。確かに日本は恵まれているが、それを有効に活用するなら適切な管理植樹は必要だ。 

＊ 林業経営における新規就業者の獲得について。 

＊ 経営者側として森林管理者としてどのように考えているか。 

＊ 山林所有者が何故間伐等の山の手入れをしなくなったか。 

＊ 自分には、20 年以上放置し今後も積極的に手を入れる予定のない多少の森があるが、このような森の管

理の方法、委託先の種類は？ 

＊ 山林所有者がわからないなら、「山林」（土地）の仲介ニーズはあるか。インターネットサイトを駆使し

て、山林を売りたい所有者の情報を集めたら有益か。山林を売りたい人は多く買い手は少ないと思われる

が、山林（土地）の「木」に注目して何かビジネスにつなげられないか。 

＊ 直径４０cm の木を切るとき（第 6 章の図に従って切ったとき）倒れる瞬間木元ははねるか。 

 

ご意見                     

＊ 森林の風の２００５年以前の活動を知りたい。いろいろ活動をべんきょうさせて頂きたい。 

＊ 森林の風のパンフが『水源の森プログラム』だと思われますが、つぎはぎ編集で「木を見て森を見ず」

的になっている。活動を広める意味で広報は重要なので、専門用語の説明を含めて再編集が望まれる。

また、「森林の風」と「水源の森」の言葉の位置づけが不明瞭。『森林の風プログラム』でいいのでは。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


